
木造用耐震補強枠の面内せん断実験

阪神淡路大震災では多くの木造戸建て住宅が被災しました。こ

の実験は、アルミニウム合金部材による外構面補強フレームの開

発に係わるもので、せん断耐力確認を目的として行なったもので

す。施工時に重機が不要、補強後の建物重量増が少ないなどアル

ミニウム合金が軽量である利点を活かしたものです。


